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研究成果の概要（和文）：英文暗記を基礎とする外国語スピーキング練習システムにおいて、一

教材の学習課題の提示をファジィに扱うための提示論理を開発した。学習課題はランダムに選

択することを基本とするが、教材内のすべての課題に共通する属性を持たせ学習者属性とのフ

ァジィ論理演算により、准ランダム選択を採ることもできる。これにより、学習者の興味ある

課題が提示されやすいシステムを開発することができた。また学習の実際の備え、開発システ

ムに時限式・同期式の音声録音機能を付加した。現実のスピーキング環境では、想起した事柄

を速やかに英語で口述することが求められるが、この機能により、和文を見聞したあとただち

に英語スピーキングする練習を行うのに役立てることができる。 

 

 

研究成果の概要（英文）：We developed a fuzzified procedure of learning task selection in a 

foreign speaking practice system based on English sentence memorization. In the system, a 

learning task in a material is basically selected at random, but actually it can be  

conducted at quasi-random in a manner that several properties common to the all material, 

each property value is matched to the value of  the student by a fuzzified operation. With 

the method, we developed a system in which a task fitting to the student is easily selected.  

On the other hand, in order to cope with the actual learning, we adopted an 

audio-recording facility with time restriction and synchronized method. Actually speaking 

is needed to be done as soon as he/she thinks to do that. The said audio-recording facility 

helps a student to do that in an actual speaking situation.  
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１．研究開始当初の背景 
 外国語学習に教育工学を適用する研究は、
メディア機能が有効に活用できることから、
比較的早期になされている。しかし、読む・
書く・話す・聞くの４つのスキルのうち、「話
す」はリアルタイムに聞き手つまり対話を必
要とするとの意識から、システム開発の実践
例が少ない。したがって、外国語スピーキン
グにかかるシステム開発で、教材選択にファ
ジィ理論を適用する研究も皆無に近かった
と言ってよい。教育工学におけるファジィ理
論は評価問題に利用されていたが、外国語学
習にかかる教材選択への活用はまだなされ
ていなかった。 
一方、スピーキング練習にかかる録音に関

し、かつて普及したＣＡＬＬではやはりスピ
ーキング練習のために通常の録音機能を有
していた。しかし、所定のスピーキングのた
めの時間制限を設けるなどコンピュータの
特長を活かしたシステム開発はなされてい
なかった。 
本研究は、このような背景の下に推進する

ものである。 
 
２．研究の目的 
 学習課題をランダムに選択して提示する
英語スピーキング練習システムにおいてフ
ァジィ理論を課題選択論理に応用する。その
有効性を検証するとともに、その論理と学習
に必要な音声録音等諸機能を組み込んでシ
ステム開発を行うとともに、学習効果を測定
することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
当該練習システムの学習課題において、一教
材全体に共通する課題属性を設定する。学習
者ユーザーが特定の属性を選択したとき、そ
の属性値の高低によって課題選択を准ラン
ダムに行うようなアルゴリズムを作成する。
そしてそのアルゴリズムの有効性を検証す
る。准ランダム選択アルゴリズムは以下の手
順に従う。学習課題に与える属性として、性
別、年代、専門、数量、空間を設け、教材ご
とにオプションとしていくつかを選択でき
るようにする。そして、選択した属性に対し
て課題ごとに[0,1]の値を付与する。一方、各
学習者は、やはり当該教材で設定した属性の
うちいくつかを選択できるようにしておく。
その選択は学習者の任意であるので、どれも
選択しなければ、学習時の課題選択はランダ
ムとなる。したがって、学習者にとって興味

ある属性に対してのみ、准ランダム選択とな
り、興味ある課題の選択確率をたかめ、そう
でないものの選択確率を低めることができ
る。以上の論理に基づいて、アルゴリズムを
形成する。 

一方、実際のスピーキング練習に備えて録
音機能を強化する。具体的には、時限式・同
期式の２方式である。時限式は、所与の日本
語課題に対して時間制限を設けて英訳を口
述する練習機能である。その制限秒数は、事
前に録音された手本としての日本語または
英語の秒数に対する比率ｒ（１≦ｒ）で設定
する。同期式は、所与の日本語がいくつかの
センテンスにわたる場合は、センテンスごと
に区切って即訳ができるようにする。 
以上の方法でシステム開発を行う。その後

スピーキングスキルの向上に関する教育測
定を行ったり、実用化に向けた検討を行う。 
 
４．研究成果 
所望の目的を有する課題選択アルゴリズム
を構成したが、所定の属性値の与え方によっ
ては、課題選択にかなりの偏りが生じ、属性
値の与え方に何らかの制限を設ける必要が
あることが分かった。この偏りは、シミュレ
ーションで明らかになった。次に、音声録音
機能については、ほぼ当初の効果が期待され
るシステム開発ができた。また多数の学習者
に活用してもらい、数週間程度でもスピーキ
ングスキルの向上が観測されることが分か
った。 
なお、スピーキングスキルを高める他の手

法との比較も行ったが、現在のところ明確は
差異は観測が難しい。むしろ、准ランダム選
択では、その方式自体にゲーム感覚を有する
ので、今後学習者の情意面での効果測定が必
要との結論を得た。 
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